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ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
の

料
理
の
味
の
違
い
は
…
…

ベ
ト
ナ
ム
は
細
長
い
国
で
、
大
き

く
分
け
て
北
部
の
ハ
ノ
イ
、
中
部
の

フ
エ
、
南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
分

け
る
事
が
で
き
ま
す
。
味
付
け
は
、

ハ
ノ
イ
は
調
味
料
が
辛
く
、
中
部
の

フ
エ
は
古
都
で
あ
っ
た
た
め
王
宮
料

理
の
影
響
が
あ
る
よ
う
で
食
材
は
贅

沢
で
す
。
特
徴
は
酸
っ
ぱ
く
辛
い
料

理
が
多
い
で
す
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は

全
体
的
に
甘
め
の
味
付

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
を
持
つ
ハ
ノ

イ
は
、
百
年
以
上
歴
史

を
持
つ
老
舗
も
あ
り
ま

す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
食
と
言
え
ば

生
春
巻
き

は
い
。
春
巻
き
は
有

名
で
す
。
生
春
巻
き
は

も
ち
ろ
ん
揚
げ
春
巻
き

も
と
て
も
美
味
し
い
料
理
の
一
つ

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
を
す
れ
ば

必
ず
一
回
は
食
べ
る
と
思
い
ま

す
。
春
巻
き
の
皮
は
米
粉
を
薄
く

伸
ば
し
た
も
の
に
、
エ
ビ
や
野
菜

を
包
ん
で
食
べ
る
の
が
生
春
巻
き

（
ゴ
イ
・
ク
ォ
ン
）
で
す
。
タ
レ

は
ヌ
ォ
ッ
ク
・
マ
ム
と
い
う
、
魚

か
ら
つ
く
っ
た
醤
油
で
す
。
こ
の

ヌ
ォ
ッ
ク
・
マ
ム
が
な
い
と
ベ
ト

ナ
ム
料
理
が
引
き
立
ち
ま
せ
ん
。

ヌ
ォ
ッ
ク
・
マ
ム
は
独
特
の
香
り

は
い
。
本
場
の
ヌ
ォ
ッ
ク
・
マ

ム
は
日
本
の
醤
油
と
違
っ
て
癖
が
あ

り
ま
す
が
、
外
国
か
ら
来
た
お
客
様

に
は
少
し
香
り
、
味
付
け
が
薄
い
物

を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
の
本
場
と
種
類

皆
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
に
行
く
と
す

ぐ
に
ベ
ト
ナ
ム
う
ど
ん
「
フ
ォ
ー
」

を
思
い
つ
く
は
ず
で
す
。
米
粉
を
蒸

し
て
作
る
麺
で
、
ハ
ノ
イ
が
本
場
で

す
。フ
ォ
ー
の
種
類
は
二
種
類
で
す
。

ま
ず
、
麺
の
種
類
は
生
麺
と
乾
麺
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
乾
麺
は
南
部

新
年
　
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
　
元
旦
　
社
員
一
同

写
真
手
前
・
海
老
し
ん
じ
ょ
う
、
右
・
車
海
老
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
蒸
し
、

左
・
パ
パ
イ
ヤ
の
サ
ラ
ダ
、
奥
・
揚
げ
春
巻
き

本
日
は
旅
行
先
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
の
食
文
化
を
取
材
す
る
た
め
、
ベ

ト
ナ
ム
料
理
店
「
Ｙ
サ
イ
ゴ
ン
」
に
訪
問

し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
モ
ダ
ン
が
絶
妙
に
調

和
す
る
、
本
場
ベ
ト
ナ
ム
人
シ
ェ
フ
が
作

っ
た
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
前
に
お
聞
き
し
ま

し
た
。

TRUNG（チュン）さん

フエ・阮王宮

ハロン湾



2003年1月1日（２） いい旅いい仲間 第20号　

韓 国 ・ 中 国 ・ 台 湾 の 旅

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
名
物
麺
で
す
。

ス
ー
プ
も
鶏
肉
か
ら
摂
っ
た
ス
ー
プ

と
牛
骨
か
ら
摂
っ
た
ス
ー
プ
の
二
種

類
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
ベ

ト
ナ
ム
麺
の
料
理
は
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
フ
ォ
ー

は
朝
ご
は
ん
で
す
。
早
朝
六
時
前
か

ら
八
時
頃
ま
で
が
、
麺
屋
が
一
番
賑

わ
う
時
間
帯
で
す
。

麺
は
す
べ
て
フ
ォ
ー
と
思
っ
て
い
ま

し
たそ

れ
は
違
い
ま
す
。（
笑
い
）
基

本
的
に
フ
ォ
ー
と
同
じ
米
粉
を
使
用

し
ま
す
が
、
水
に
溶
い
て
よ
く
練
っ

て
ト
コ
ロ
テ
ン
を
作
る
時
と
同
じ
よ

う
に
容
器
に
入
れ
て
押
し
出
し
て
ゆ

で
た
生
麺
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
米
麺

だ
け
で
は
な
く
日
本
と
似
た
よ
う
な

中
華
麺
も
あ
り
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
は
ス
タ
イ
ル
が
良
い
の

は
料
理
の
せ
い
？

そ
れ
は
料
理
に
関
係
な
い
で
し
ょ

う
ね
。（
笑
い
）
特
に
女
性
は
、
ア

オ
ザ
イ
を
着
る
た
め
に
努
力
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
人
間
は
努
力
が
必
要
で

す
ね
。（
笑
い
）

お
正
月
の
食
べ
も
の
は
…
…

ベ
ト
ナ
ム
の
正
月
の
食
べ
物
は

「
バ
ン
チ
ェ
ン
」
が
有
名
で
す
。
バ

ン
チ
ェ
ン
は
米
で
つ
く
っ
た
ケ
ー
キ

で
す
。
日
本
の
ち
ま
き
に
似
て
い
ま

す
。
正
月
の
時
期
に
な
る
と
店
の
前

に
た
く
さ
ん
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
家
庭
で
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
よ
う
に
初
詣
は
…
…

い
い
え
、
し
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

家
の
中
で
過
ご
し
ま
す
。
昔
は
爆
竹

を
鳴
ら
し
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た

が
、
今
は
禁
止
さ
れ
て
静
か
な
お
正

月
で
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世界遺産を巡る

韓国　歴史浪漫の旅　７日間

独立運動史と柳寛順の故郷へ

韓国　歴史と平和の旅　５日間

戦争と平和・真実は何か1937南京を検証

中国平和の旅　８日間

証言731部隊と平頂山事件

中国平和の旅　８日間

見渡す限りの棚田と多彩な文化にふれる

雲南省の自然と古都　８日間

国民学校一年生の会・企画

台湾平和の旅　５日間

3月24日（月）～28日（金） 158,000円
4月21日（月）～25日（金） 155,000円
5月26日（月）～30日（金） 155,000円
行程　温陽②→ソウル②
＊82年の教科書問題をきっかけに設立され、再び注目あびる
韓国独立記念館をしっかり説明付きで見学します
＊元慰安婦のハルモニたちが共同生活をしているナヌムの家
を訪れ、日本軍慰安婦歴史館をボランティアの案内で見学

4月16日（水）～4月23日（水） 235,000円
5月28日（水）～6月04日（水） 235,000円
6月25日（水）～7月02日（水） 237,000円
行程　北京②→ハルピン②→瀋陽②→北京①
＊ハルビンでは731部隊で何が行われていたか。証言者のお
話を伺って日本軍の犯した事実を再確認します。
＊満州事変勃発地、柳条湖で九･一八事変博物館や平頂山殉難
同胞遺骨館などを見学。平和への思いを新たにします。
＊北京では日中戦争勃発の地、盧溝橋抗日紀念館も見学しま
す。また、故宮博物院や京劇の観賞も楽しみの一つです。

5月13日（火）～5月17日（土） 152,000円
行程　台北①→台中①→台北②
＊霧社で蜂起した先住民族の抗日運動を通して、どのように
起こり何を残したのか関係者のお話しを聞き考える旅です。
＊中部台湾随一の景勝地「日月譚」や故宮博物院をじっくり
ガイドさんのご案内で見学します。
＊植民地時代の国民学校を検証する歴史と平和を考える旅。

※この旅行は、国民学校一年生の会会員でなくともご参加で
きます。

3月26日（水）～4月01日（火） 195,000円
4月16日（水）～4月22日（火） 195,000円
5月28日（水）～6月03日（火） 195,000円
行程　慶州③→儒城②→ソウル①
＊新羅、百済の古都をゆったり巡り、散策の時間も
＊世界遺産に登録された仏国寺、石窟庵、海印寺、宗廟をじ
っくりと、時間をかけて見学
＊慶州と公州の国立博物館も見学して見聞を深めます
＊韓国の民俗舞踊も楽しめます

3月26日（水）～4月02日（水） 213,000円
4月16日（水）～4月23日（水） 215,000円
5月28日（水）～6月04日（水） 215,000円
行程　上海②→紹興①→上海①→南京②→上海①
＊南京大虐殺紀念館見学はもちろん、証言者のお話も伺い、
日本軍の蛮行を自分の目・耳で確かめます。
＊紹興で女性革命家「秋瑾」の故居などを見学して解放運動
の歴史を考えます。
＊発展めざましい上海で租界地区としての古さと近年の経済
発展の新しさを感じていただきます。

2月26日（水）～3月6日（木） 238,000円
3月26日（水）～4月3日（木） 199,000円
行程　石林①→建水②→元陽①→麗江②→昆明②
＊元・明・清時代の古寺や建物の残る街「建水」で2泊して、
街から約30キロの場所にある燕子祠。この名前の由来でも
ある燕がたくさんの巣を作っていることでも有名。
＊麗江では、標高5596ｍの玉龍雪山を望む世界遺産の古都
にナシ族が住み、独自の原始的な象形文字（トンパ文字）
を持つ民族の音楽や舞踊を鑑賞します。

ベトナム●チャーザン●
（ベトナム風春巻）

藤本了江さんの ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

（

（

エスニック 料 理

かもがわ出版「家庭でできるエスニック料理」より

①巻皮は米の粉を水溶きし、蒸し器に広げた
ふきんの上に広く流し入れて蒸す。（既製の
巻皮なら水でぬらし、しっとりさせる。）
②もやしは根を取り、水で洗う。干しシイタ
ケは水で戻してみじん切りにする。
③ボウルに②、豚ミンチ、むきエビ、カニの
身、タマネギのみじん切り、豆腐、卵、塩、
うま味調味料を入れて混ぜ合わせる。
④①の皮に③を左図のように入れて巻き、油
で揚げる。1つを3～4個に切って盛りつけ、
タレを混ぜ合わせて添える。

材料（４人分）
バインダー（米の粉巻皮）‥4枚
もやし ‥‥‥‥‥‥150ｇ
豚ミンチ ‥‥‥‥‥100ｇ
むきエビ ‥‥‥‥‥‥50ｇ
カニの身 ‥‥‥‥‥‥50ｇ
タマネギ‥‥‥‥‥‥1/4個
卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1個
豆腐‥‥‥‥‥‥‥‥1/2丁
干しシイタケ‥‥‥‥‥2枚
塩、うま味調味料 ‥‥少々

タレ
酢 ‥‥‥‥‥‥‥100cc
ニンジン ‥‥‥‥‥3cm
ニンニク‥‥‥‥‥‥1片
たかのつめ ‥‥‥2～3本
砂糖 ‥‥‥大さじ1・1/2
しょうゆ ‥大さじ1・1/2
うま味調味料 ‥‥‥少々

連載 20  回

ベトナムの世界遺産を巡る旅

フエ（王宮）とホイアン（日本人街）

3月26日（水）～4月 1日（火） 225,000円
4月16日（水）～4月22日（火） 223,000円
5月21日（水）～5月27日（火） 223,000円
行程：ホーチミン②→フエ①→ホイアン②→機中①
●日本ともなじみの深い街ホイアン、最後の伝統王朝が花開いた都フエは２都市ともに町自
体が世界遺産。雅なベトナム文化にふれます。
●枯葉剤の被害や虐殺、アメリカ軍の武器や戦車など、ベトナム戦争の状況を告発する戦争
証跡博物館を訪れます。
●フランス統治時代の面影を色濃く残すホーチミンは、にぎやかでかわいらしいお店も多く、
女性に人気です。

自然がおりなす美しさを持つハロンと首都ハノイ

ベトナム平和と自然の旅

3月24日（月）～3月29日（土） 199,000円
4月21日（月）～4月26日（土） 198,000円
5月26日（月）～5月31日（土） 198,000円
行程：ハノイ③→ハロン湾①→ハノイ①
●世界遺産登録の「ハロン湾」の神秘的な風景や湾内に突き出た奇岩の間を船で巡ります。
●首都ハノイでは、革命博物館や文廟、市場などを見学。夜はベトナム伝統芸能の水上人形
劇を観賞します。
●ハノイでは枯葉剤の影響で障害を持った子ども達が治療やリハビリを行なっている「ハノ　
イ平和村」を訪問します。

少数民族村へのハイキングと棚田を見る

ベトナム高原都市サ・パとハノイ

5月26日（月）～5月31日（土） 218,000円
6月26日（木）～7月 1日（火） 218,000円
行程：ハノイ①→車中①→サ・パ②→ハノイ①
●ハノイから北西へ約250キロ、標高1600mに位置する高原都市サ・パ。
ハノイから寝台列車で約10時間。
●サ・パは高地に位置するため避暑地として有名な場所。美しい山々に囲まれた田園風景と
少数民族の村へのハイキングをして生活などを見学します。

お正月の食べ物・バンチェン

ベトナム料理店　Yサイゴン
代官山店・渋谷区南平台町8-11

TEL.03-5428-3184
横 浜 店 ・横浜市西区高島2-6-32 横浜日産ビル2Ｆ

TEL.045-440-5070

7日間

6日間

6日間
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福 祉 ・ 環 境 視 察 の 旅

3月19日（水）～26日（水）8日間　297,000円
★ストックホルムへの延泊可能
★グループ住宅、サービスハウスを見学し、高齢者の生活に
触れます。
★障害者に優しい街づくりと行政の対応を視察。
★子育て支援と学校教育を視察。
★スウェーデンのオンブズマン制度についてのレクチャー
①東京・成田発、コペンハーゲンへ　列車で人口約９万人、
南スウェーデンの都市、ハルムスタッドへ＜ハルムスタッド3
泊＞②終日：ハルムスタッド高齢者・障害者福祉視察（サー
ビスハウスやグループホームの運営や施策など担当者から聞き
ます）③午前：バリアフリーの街並みを見学　午後：自閉症
の子をもつ親の家族会との交流など④午前、列車でコペンハ
ーゲンへ　午後：コペンハーゲン市内
見学＝人魚姫の像やアマリエンボー宮
殿など＜コペンハーゲン3泊＞⑤終
日：自由行動　e：アンデルセンの
故郷オーデンセへ小旅行⑥終日：デン
マーク福祉・教育視察（住民運動でつ
くられた高齢者センターと年金者組合
との交流、学童保育や小学校見学、子
どものための公園見学⑦午前：自由行
動　空路、帰国の途へ＜機中泊＞⑧東
京・成田着

3月26日（水）～4月2日（水）8日間　350,000円
★デンマークの環境行政（ごみ分別、デポジット制、リサイ
クルなど）住民参加のリサイクルセンターや風力発電など
の自然エネルギーについて視察。
★デンマークの環境教育を視察。
★ドイツ南部「環境首都」フライブルグを訪ね、住民参加の
環境政策（交通政策やリサイクルなど）を学びます。
★ドイツの環境団体との交流。
①成田発、コペンハーゲンへ＜コペンハーゲン3泊＞②終日：
コペンハーゲン近郊自治体を訪問（住民との協力による環境
政策やリサイクルセンター見学）③終日：小学校訪問（環境
教育のプログラムなど） 午後：自由行動④空路、ドイツへ
列車で「環境首都」フライブルグへ＜フライブルグ3泊＞
⑤終日：自由行動　e：「環境定期券」を利用して交通政
策を見学⑥終日：フライブルグ環境視察（市担当者によるレ
クチャー、商店街の環境政策について）⑦空路、帰国の途
へ＜機中
泊＞
⑧東京・
成田着

5月4日（日）～11日（日）8日間　（1月中旬発表）
★「オランダモデル」やワーク・シェアリングにみる雇用政
策や「安楽死」問題について見学
★キュウケンホフ公園など、オランダの花々を見学。
★イタリアの地域福祉を担う、社会的協同組合を見学します。
福祉サービスに従事する「社会援助者」（日本のケアプラン
ナーにあたる）やヘルパーとの交流や休養ホームや保護ホ
ームを見学します。
①成田／関空発、オランダ、アムステルダムへ

＜アムステルダム3泊＞
②終日：アムステルダム市内見学＝アンネフランクの隠れ家、
西教会、ダム広場など　午後：自由行動　キュウケンホフ公
園など自由散策
③終日：オランダ社会・雇用省または外郭団体訪問（オラン
ダの雇用政策などについてのレクチャー）および司法省（「安
楽死」問題について）＜予定＞
④午前：自由行動（視察予備）夕刻、イタリア、ローマへ

＜ローマ3泊＞
⑤午前：ローマ市内見学＝コロッセオ、トレビの泉、フォッ
セアルディアティネなど　午後：自由行動
⑥終日：イタリア社会的協同組合視察（イタリアでの地域を
中心とした福祉システムを見学）＜予定＞
⑦空路、帰国の途へ　　　　　　　　　　　　　＜機中泊＞
⑧成田／関空着

人間回復の国・北欧の社会サービスを探る

スウェーデン・デンマーク福祉の旅
ヨーロッパの進んだ環境政策を学ぶ

デンマーク・ドイツの街づくりと環境視察の旅 ヨーロッパの新しい社会保障をみる

◆
大
学
生
ら
と
の
出
会
い
◆

私
は
き
っ
と
も
う
一
度
ベ
ト
ナ
ム

に
行
く
だ
ろ
う
。
い
つ
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、は
っ
き
り
と
そ
う
感
じ
る
。

「
べ
ト
ナ
ム
に
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
た
く
さ
ん
あ
る
行
き
先
の

中
か
ら
べ
ト
ナ
ム
を
選
ん
で
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
。」
べ
ト
ナ
ム

で
私
た
ち
を
夜
の
バ
イ
ク
ド
ラ
イ
ブ

に
誘
い
、
カ
フ
ェ
や
カ
ラ
オ
ケ
に
つ

れ
て
い
っ
て
く
れ
た
べ
ト
ナ
ム
の
大

学
生
に
お
礼
を
言
う
と
、
お
礼
を
言

う
の
は
自
分
た
ち
の
ほ
う
だ
と
こ
の

言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム
料
理
は
本
当
に
お
い
し

い
。ア
オ
ザ
イ
も
と
て
も
き
れ
い
だ
。

で
も
私
が
ベ
ト
ナ
ム
に
も
う
一
度
行

き
た
い
と
思
う
の
は
、
そ
こ
で
出
会

っ
た
人
々
に
も
う
一
度
会
い
た
い
と

思
う
か
ら
。

ベ
ト
ナ
ム
で
の
数
々
の
出
会
い
の

中
で
も
冒
頭
の
大
学
生
ら
と
出
会
っ

た
こ
と
の
影
響
は
特
に
大
き
い
。
自

分
と
同
年
代
の
学
生
と
文
字
通
り

「
遊
ん
だ
」
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に

親
近
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
校
に
通
う
彼
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
将
来
ベ
ト
ナ
ム
を
背

負
っ
て
立
っ
て
い
く
人
々
だ
。
さ
す

が
に
行
動
は
て
き
ぱ
き
と
し
て
責
任

感
が
強
い
。
し
か
し
私
た
ち
と
遊
ん

で
い
た
と
き
の
彼
ら
は
本
当
に
私
た

ち
と
同
じ
感
覚
で
、
私
た
ち
は
ず
っ

と
前
か
ら
の
友
達
の
よ
う
に
楽
し
く

騒
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
そ
れ

で
い
て
カ
フ
ェ
で
話
し
た
り
バ
イ
ク

に
乗
っ
た
り
す
る
と
き
に
は
さ
り
げ

な
く
優
し
く
、
私
は
一
人
一
人
の
そ

の
細
か
な
心
遣
い
に
感
激
し
て
い

た
。
そ
し
て
最
後
に
冒
頭
の
言
葉
を

言
わ
れ
た
時
は
、
ほ
ん
の
少
し
し
か

滞
在
し
な
い
学
生
の
私
た
ち
に
対

し
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
く
れ
た

こ
と
に

驚
き
と

喜
び
で

い
っ
ぱ

い
に
な

っ
た
。

い
つ
か

ま
た
彼

ら
と
カ

ラ
オ
ケ
に
行
き
、
私
を
妹
の
よ
う
に

か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
彼
女
と
一
緒

に
バ
イ
ク
で
ハ
ノ
イ
の
街
を
走
り
た

い
と
思
う
。

◆
感
動
し
た
友
好
村
◆

も
う
一
つ
ベ
ト
ナ
ム
に
も
う
一
度

行
か
な
く
て
は
と
私
に
思
わ
せ
る
の

は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
一
番
衝
撃
を
受
け

た
友
好
村
だ
。
友
好
村
は
米
軍
の
元

兵
士
が
呼
び
か
け
て
設
立
さ
れ
た
、

枯
葉
剤
の
被
害
で
障
害
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
や
元
兵
士
の
方
々
が
暮
ら

す
施
設
で
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
こ
で

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
が
草
抜
き
す
る
の
を
手
伝

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち
に
写

真
を
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
抱
き
つ
い

て
き
た
り
、
ド
ラ
え
も
ん
の
歌
を
歌

っ
て
く
れ
た
り
と
本
当
に
か
わ
い

く
、
私
は
予
想
以
上
の
彼
ら
の
明
る

さ
、
元
気
さ
に
嬉
し
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
、
皆
い

つ
も
に
こ
に
こ
と
し
て
子
ど
も
達
に

向
け
る
視
線
が
温
か
く
、
私
は
友
好

村
の
雰
囲
気
が
大
好
き
だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
友
好
村
の
精
神

が
私
を
感
動
さ
せ
た
。
今
は
元
気
な

子
ど
も
た
ち
も
こ
の
施
設
に
く
る
ま

で
は
き
っ
と
辛
い
体
験
を
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
の
よ
う
に
枯
葉

剤
で
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は

ベ
ト
ナ
ム
全
土
で
相
当
数
お
り
、
今

も
生
ま
れ
つ
づ
け
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
所
長
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ

の
兵
士
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼

ら
は
政
府
の
命
令
で
仕
方
が
な
か
っ

た
ん
だ
。
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の

人
々
（
が
友
好
村
に
来
る
こ
と
）
を

歓
迎
す
る
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

だ
。
友
好
村
の
事
を
知
り
、
最
初
は

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
過
去
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
か

つ
て
の
敵
国
の
人
々
と
も
仲
良
く
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
所
長
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

ベ
ト
ナ
ム
の
人
と
敵
国
の
人
々
、
し

か
も
元
兵
士
だ
っ
た
人
々
と
が
協
力

し
て
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
友
好
村
に

平
和
を
築
い
て
い
る
の
だ
感
じ
た
。

村
を
歩
く
と
優
し
い
ま
な
ざ
し
で

子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
る
所
長
さ
ん

に
子
ど
も
た
ち
が
抱
き
つ
い
て
き

た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
働
い
て

い
る
方
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
い

た
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
に
、
今
度

は
も
っ
と
長
く
彼
ら
と
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
と
思
っ
た
。

も
う
一
度
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き
た

い
。
そ
し
て
大
学
生
や
友
好
村
の
み

ん
な
と
も
う
一
度
会
い
た
い
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
そ
ん
な

思
い
が
募
る
。

「
も
う
一
度
行
き
た
い
ベ
ト
ナ
ム
」

―
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
通
し
て

国
際
基
督
教
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
　
柳
澤
敦
子
　

ベトナム人学生との交流会

何
と
い
う
二
十
一
世
紀
だ
ろ

う
、
今
年
も
ま
た
戦
争
の
臭
う
新

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

悪
政
に
よ
る
絶
望
的
な
経
済
状

況
の
下
で
、「
人
間
回
復
の
経
済

学
」（
神
野
直
彦
著
、
岩
波
新
書
）

に
出
会
い
、
一
筋
の
光
明
を
見
ま

し
た
。
経
済
の
た
め
の
人
間
で
な

く
、
人
間
の
た
め
の
経
済
、
仕
事

の
た
め
の
人
生
で
な
く
、
人
生
を

楽
し
む
た
め
の
仕
事
を
説
く
す
ば

ら
し
い
著
作
で
す
。
経
済
や
政
治

の
原
点
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。二

十
世
紀
に
日
本
人
は
、
安
さ
、

早
さ
、
新
し
さ
、
効
率
、
機
能
、

体
裁
な
ど
を
第
一
義
的
に
求
め
、

大
切
な
も
の
を
破
壊
し
て
き
ま
し

た
。
環
境
、
健
康
、
地
域
経
済
、

伝
統
的
な
職
人
仕
事
な
ど
は
軽
視

さ
れ
た
り
、
瀕
死
の
状
態
で
す
。

安
い
労
動
力
を
求
め
て
の
海
外
シ

フ
ト
で
何
が
生
き
残
る
の
で
し
ょ

う
か
。

農
薬
づ
け
の
中
国
か
ら
の
輸
入

野
菜
を
、
知
ら
ず
と
は
い
え
、
安

さ
ゆ
え
に
買
い
求
め
た
こ
と
に
、

消
費
者
の
反
省
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
価
格
「
破
壊
」
は
、

環
境
、
健
康
、
雇
用
、
国
内
生
産

な
ど
の
破
壊
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
気
候
風
土
に
あ
わ
な
い

家
造
り
や
安
い
輸
入
材
が
、
日
本

の
林
業
を
破
壊
し
、
そ
れ
が
環
境

の
破
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
現
実

は
深
刻
で
す
。

虫
の
食
っ
た
、
見
て
く
れ
の
悪

い
葉
っ
ぱ
が
無
農
薬
の
野
菜
本
来

の
姿
で
す
。

安
全
な
建
材
を
使
っ
て
家
造
り

を
す
れ
ば
、
時
間
も
金
も
か
か
り

ま
す
。
外
見
や
広
さ
よ
り
健
康
の

た
め
に
は
金
を
か
け
る
思
想
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
全
国

展
開
す
る
食
品
産
業
は
あ
り
ま
せ

ん
。
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
パ
ン
、
ワ

イ
ン
、
食
肉
な
ど
、
す
べ
て
地
元

の
顔
で
生
産
し
て
い
る
の
で
、
雪

印
乳
業
や
日
ハ
ム
の
よ
う
な
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。

環
境
、
健
康
、
地
域
を
機
軸
に

す
れ
ば
、
日
本
の
経
済
も
政
治
も

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

食
べ
物
文
化
だ
け
で
な
く
、
旅

も
経
済
も
「
ス
ロ
ー
」
で
こ
そ
、

ほ
ん
も
の
の
結
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
に
、
人
間
を
中
心
に
し

た
社
会
生
活
を
大
切
に
し
た
国
や

地
域
に
ふ
れ
、
日
本
や
自
分
の
あ

り
方
を
考
え
な
お
す
、
そ
ん
な
旅

づ
く
り
の
専
門
家
と
し
て
生
き
残

っ
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
士
国
際
旅
行
社
社
長
　
市
原
芳
夫

平和･環境･福祉などテーマ性のある旅行を得意とする会

社です。一緒に旅づくりの仕事をしませんか？

○2003年4月より働ける方　○4大新卒者の方
職種：旅行業務全般（営業） 年齢：27歳まで
▲応募要項、給与勤務条件等をお送りしますのでご連絡
ください。 富士国際旅行社　柳下まで

パート・アルバイト募集
○学生の方　○40歳位までの方　
○週4日以上勤務できる方
職種：旅行業務（事務・ＰＣ入力・デリバリー等）
時間：9：30～18：00で実働5時間以上
時給：850円～（経験による）交通費支給（規定による）
▲お電話の上履歴書をお送りください。

社 員 募 集

最寄駅：ＪＲ新宿駅南口・中央東口より徒歩8分　
地下鉄丸ノ内線・都営新宿線新宿三丁目駅より徒歩3分
担当：柳下（やぎした） 電話：03-3357-3377
E-mail： yagishita@fits-tyo.com

定員12名様
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私
の
研
究
テ
ー
マ
は
人
間
の
子
ど

も
と
動
物
の
子
ど
も
と
の
比
較
発
達

で
、
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
動
物

の
直
接
観
察
を
十
数
年
続
け
て
き
ま

し
た
。
草
原
地
帯
が
多
く
て
動
物
の

行
動
を
追
い
や
す
い
両
国
は
研
究
上

最
適
の
地
な
の
で
す
が
、
ま
た
そ
れ

と
は
別
の
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

乾
期
の
涼
し
さ
・
寒
さ

動
物
観
察
に
は
長
期
間
授
業
が
な

い
八
月
に
行
く
の
で
す
が
、
こ
の
時

期
ケ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
乾
期
で

涼
し
く
、
朝
晩
は
寒
く
す
ら
感
じ
ら

れ
ま
す
。
東
京
の
熱
帯
夜
か
ら
脱
出

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
乾
期
で

す
か
ら
当
然
乾
燥
し
て
い
て
ビ
ー
ル

が
お
い
し
い
と
多
く
の
方
が
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
現
地
の
人
た
ち
は
、

寒
い
か
ら
冷
や
さ
な
い
ビ
ー
ル
を
飲

ん
で
い
ま
す
。

自
然
の
歴
史
が
見
え
る

東
ア
フ
リ
カ
の
大
地
溝
帯
に
は
火

山
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ほ

と
ん
ど
が
古
く
丸
み
を
帯
び
て
い
ま

す
が
、
雨
が
少
な
い
地
域
で
は
今
な

お
溶
岩
が
む
き
だ
し
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
植
物
が
な
か
な
か
繁
茂
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
少
な
い
雨
量

の
中
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間

を
か
け
て
火
山
性
の
土
壌
の
上
に
植

物
が
繁
り
、
森
が
で
き
、
動
物
が
進

化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
人
類
も
誕
生

し
た
。
大
地
溝
帯
に
立
つ
と
ど
う
し

て
も
哲
学
的
？
　
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

大
型
野
生
動
物
の
世
界

同
じ
地
域
に
幾
種
類
も
の
野
生
動

物
が
い
て
、
し
か
も
数
が
多
い
こ
と

の
魅
力
。植
物
を
巧
み
に
食
い
分
け
、

体
の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
て
動
物
を
食

い
分
け
る
こ
と
で
な
り
た
っ
て
い
ま

す
。「
豊
か
な
自
然
」
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま

す
。
本
当
に

長
い
時
間
を

か
け
て
作
り

上
げ
ら
れ
て

き
た
東
ア
フ

リ
カ
の
豊
か

な
自
然
、
私

は
こ
れ
を
で

き
る
限
り
残

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た

め
に
は
現
地

の
人
た
ち
と

の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

ア
フ
リ
カ
人
に
よ
る
保
護
活
動
を
強

調
す
る
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
国
際
保
護
基

金
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
）
は
そ
の
点
で
貴
重
な

団
体
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｆ
は
「
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
を
は

じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
の
野
生
動
物

を
守
る
た
め
に
は
、
大
昔
か
ら
自
然

と
共
に
生
き
て
き
た
ア
フ
リ
カ
人
た

ち
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
自
然

保
護
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
。

ま
ず
は
過
酷
な
労
働
条
件
の
下
で
働

く
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
た
ち
が

仕
事
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
支
援
し

よ
う
。」
と
い
う
オ
リ
ン
ド
博
士
の

呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年

五
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
救
急
薬
を
配
布

し
、
ま
た
保
護
区
近
く
に
く
ら
す
地

域
住
民
の
自
立
を
援
助
す
る
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ド
博
士
が
今
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
オ
ル
ト
メ
地
区
で

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
オ
ル
ト

メ
地
区
は
マ
サ
イ
マ
ラ
保
護
区
の
近

く
に
あ
り
ま
す
が
、
マ
サ
イ
マ
ラ
か

ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
森
が
あ
り
、
ま

た
、
こ
こ
で
は
ゾ
ウ
が
繁
殖
し
て
い

る
ら
し
い
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ

国
際
保
護
基
金
と
協
力
関
係
に
あ
る

日
本
の
団
体
は
左
記
の
二
つ
で
す
。

両
団
体
と
も
会
員
制
を
取
っ
て
い
ま

す
が
、
寄
付
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元ケニア国立公園局長･アフリカゾウ国際保護基金代表　ペレズ･Ｍ･オリンド先生 現地で同行・解説

2003年2月20日～3月1日　10日間
1コース定員18人限定　568,000円（羽田・関西空港発） ＊お早めにお問合せください
●「生きている動物博物館」ともいえるほど動物種の豊富なセレンゲティ国立公園と、世界第2
の大噴火口（クレーター）を擁するンゴロンゴロ自然保全区という、タンザニアの２つの世
界遺産で、ゆったり連泊。その他、バオバブの巨木群で有名なタランギレ国立公園、カバや
鳥類の豊富なマニヤラ湖国立公園など、代表的な国立公園も訪れます。
●セレンゲティ国立公園・ンゴロンゴロ自然保全区では、元ケニア国立公園庁長官・アフリカ
ゾウ国際保護基金（AEF-I）代表の、ペレズ・Ｍ・オリンド先生が同行。タンザニアの自然と
野生動物についての特別講義を行います。サファリ中も同行していただき、詳しく解説して
いただきます。（講義･解説には通訳がつきます）

●添乗員は、アフリカ旅行のスペシャリストである永松真紀さんが同行します。
●ご宿泊ロッジは、すべてファーストクラスホテル相当のものをお手配。快適なホテル生活を
お過ごしいただけます。
●訪問時期は雨の少ない乾季にあたり、サファリ・ツアーにはベスト・シーズンの時季です。

Ａグループ：2003年3月4日～3月13日
Ｂグループ：2003年3月6日～3月15日　　各10日間
定員各18人　538,000円（羽田・関西空港発） ＊お早めにお問合せください
●東アフリカの野生生物についての権威であるオリンド先生が、キリマンジャロのふもとに広
がるアンボセリ国立公園でのサファリに同行、特別講座も。その後、フラミンゴの大群で有
名なナクル湖国立公園、ケニアで最も多様な動物たちが生息するマサイマラ国立保護区へ向
かいます。
●各国立公園では２～３泊のゆったりの旅。
●日本の団体からの援助で建てられた孤児院兼託児所「サイディア・フラハ子どもの家」訪問。

タンザニア・サファリの旅 ケニア・サバンナの旅

東
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
と
保
護

東
京
成
徳
短
期
大
学
幼
児
教
育
科
教
授
　
小
原
由
美
子

筆者と父・動物学者の小原秀雄先生

上・アンボセリ国立公園でゾウの家族の行進（吉川章さん2002年8月撮影）
下・オルトメ地区のレンジャーにマラリア予防薬を贈るオリンド博士と小原先生

ゾウの森救援プロジェクト
郵便振替口座
00110-7-566704

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
ゾウ保護基金
郵便振替口座
00170-7-355897

新企画 大好評!

●1月27日（月）～2月7日（金）
●会場：弊社会議室
お気軽にお立ち寄り下さい。

8・9月にケニアツアーに参加された皆さんから推薦された作品より、優秀作品を展示致します。

ケニアの旅　写真展　開催！ケニアの旅　写真展　開催！



2003年1月1日（５） いい旅いい仲間 第20号　

今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
へ

の
旅
。
都
教
組
と
し
て
、
は
じ
め
て

の
企
画
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
が
統
一

さ
れ
た
景
観
を
保
っ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
が
心
に
お
だ
や
か
さ
を
も
た
ら

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

平
和
と
子
ど
も
た
ち
‐

オ
ラ
ン
ダ

ア
ン
ネ
の
隠
れ
家
は
、
今
回
の
メ

イ
ン
の
一
つ
。
運
河
沿
い
に
た
つ
普

通
の
事
務
所
。
そ
の
三
階
に
ア
ン
ネ

た
ち
は
秘
密
裏
に
暮
ら
し
て
い
た
。

天
窓
か
ら
唯
一
見
え
る
教
会
の
尖
端

を
ア
ン
ネ
は
見
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
だ
け
が
唯
一
下
界
と
の
つ
な
が
り

だ
っ
た
の
か
。
何
か
『
せ
つ
な
さ
』

を
感
じ
た
。
そ
の
あ
と
は
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
博
物
館
。
そ
し
て
、「
ア
グ
ネ

ス
」
と
い
う
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の

訪
問
。

そ
の
時
の
こ
と
を
参
加
者
で
元
教

師
の
山
本
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
、

後
で
語
っ
て
い
た
。

「
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
絵
や
工
作
、
プ
ー
ル
と
、

集
団
で
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
教
師
が
私
た
ち
の

質
問
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ク
ラ
ス
の
人
数
は
？
」

「
小
学

校
で
は
二
十
五
人
程
度
。
中
学
校
で

も
最
大
三
十
人
で
す
」

「
不
登
校

の
子
は
い
ま
す
か
？
」

「
大
都
市

に
は
少
し
い
ま
す
。
長
く
な
る
と
市

の
職
員
が
両
親
の
所
へ
行
っ
て
罰
金

を
と
り
ま
す
」…

日
本
の
よ
う
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
教
員
の
夏
休
み
は
六
〜
七

週
間
。
日
本
で
は
夏
休
み
な
し
に
な

っ
た
の
と
は
大
違
い
。「
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
し
、
生
き
生
き
と
育
て

て
い
く
に
は
、
精
神
的
に
も
空
間
的

に
も
ゆ
と
り
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。…

」
と
。

統
一
さ
れ
た
景
観
が
素
敵
‐

ベ
ル
ギ
ー

オ
ラ
ン
ダ
で
三
泊
し
た
後
に
ベ
ル

ギ
ー
の
都
市
を
訪
問
し
た
。
高
い
と

こ
ろ
か
ら
見
回
し
た
街
の
景
観
。
屋

根
の
色
が
統
一
さ

れ
、
ほ
ん
と
う
に

気
持
ち
が
穏
や
か

に
な
っ
て
い
く
。

夜
は
、
十
一
時

頃
ま
で
明
る
い
。

街
の
広
場
で
は
た

く
さ
ん
の
人
が
ビ

ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
、
食
事
を

し
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
語
ら
い
を
し

て
い
る
。
私
た
ち

も
そ
の
輪
の
中
に

入
り
込
み
、
ホ
テ

ル
に
帰
る
の
は
十

時
す
ぎ
。
本
当
に

の
ん
び
り
す
る
。

海
外
と
は
言
わ

な
く
て
も
、
こ
う

い
う
『
と
き
』
が

年
に
一
回
く
ら
い

あ
っ
て
も
い
い
。

日
本
の
全
労
働
者

が
こ
う
い
う
経
験

が
で
き
て
い
い
は
ず
だ
と
い
う
思
い

が
よ
ぎ
っ
た
。
こ
の
国
に
は
『
カ
ロ

ー
シ
』
な
ど
と
い
う
言
葉
は
存
在
し

な
い
の
だ
ろ
う
。

教
職
員
に
と
っ
て
は

す
べ
て
が
研
修
だ

学
校
施
設
の
訪
問
。
異
国
の
道
を

歩
く
。
異
国
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
、
な
ど
な
ど
。
ど
れ
一
つ
を
と
っ

て
も
、
こ
れ
は
観
光
で
研
修
で
は
な

い
な
ん
て
言
え
な
い
。
自
分
が
経
験

し
た
こ
と
す
べ
て
が
、
そ
の
後
の
子

ど
も
と
の
関
わ
り
に
生
き
て
い
き
そ

う
な
感
じ
が
し
た
。

今
回
の
『
た
び
』
は
、
私
自
身
に

『
海
外
な
ん
て
』
と
い
う
以
前
あ
っ

た
気
持
ち
を
払
拭
し
た
『
た
び
』
だ

っ
た
。

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
〜
。

ＴＲＡＶＥＬＥＹＥＳ

あんなトコロ　

コンナところ

国 内 の 旅 ・ 自 然 体 験

統
一
さ
れ
た
景
観
と

人
間
を
大
切
に
す
る

オ
ラ
ン
ダ

ベ
ル
ギ
ー

お客様との心のふれあいを大切にするお客様との心のふれあいを大切にする
「「ペンションペンション アルプアルプ」」

〒399-9400 長野県北安曇郡小谷村栂池高原　ペンションアルプ　田島満信・淳子　　　
Tel／Fax・0261-83-2604 ホームページ・http://www.d5.dion.ne.jp/̃talp
交通・大糸線白馬大池駅からバス7分　松沢口下車駅徒歩2分　

または長野駅から栂池高原直通バス約60分　
車の場合・長野自動車道豊科ＩＣから国道147・148号線経由60Km

北陸自動車道糸魚川ＩＣから国道148号線40km
料金・1泊2食付８,000円～（税込み）
●30数年前に脱サラをした主人が手造りしたスイス風小ロッジ
栂池温泉が徒歩2分のところにあり広々したお風呂を楽しめます
料理は主婦のオリジナルメニューで品数豊富、食事だけのお客様
もいらっしゃいます
●後立山連峰を一望しながら、冬はスキー、スノーシュー。春は山菜採り、栂池自然園へ
の散歩。夏は白馬大池まで花を楽しみながらのトレッキングなど。
鐘の鳴る丘ゲレンデへ徒歩5分。年輩者向きにはスノーシューがおすすめで主人がガイド
をします。

当
社
推
薦
の
宿
+

東京都教職員組合
書記次長
田倉孝衛

琉球探訪沖縄本島４日間

3月23日（日）～26日（水）
99,000円（大人）
4月27日（日）～30日（水）
6月22日（日）～25日（水）
※費用は1月中旬発表

★南部戦跡・中部基地をしっかりと地元の平和ガ
イドにより理解を深める平和の旅。

奄美の自然と田中一村

3月16日（日）～20日（木）
※費用は1月中旬発表

★奄美に魅せられ移り住んだ画家・田中一村美術
館と自然を満喫

屋久島シリーズ

初夏ヤクシマシャクナゲ咲く季節

屋久島・自然体験　５日間

5月25日（日）～29日（木）
※費用は２月中旬発表

★ヤクシマシャクナゲが咲く宮之浦岳を登山。

自然の宝庫・世界自然遺産の島をあるく
春山麓がいっせいに春を謳歌する季節

屋久島・自然体験　５日間

3月24日（月）～28日（金）143,000円
4月21日（月）～25日（金）141,000円
★終日縄文杉への登山。現地ガイドの案内で自然
をより満喫。

★オプションで宮之浦岳登山や白谷雲水峡を散策。

世界自然遺産を歩く

春～新緑の白神山地を訪れる

白神岳登山とブナ林を歩く

6月8日（日）～11日（水）
※費用は2月下旬発表

★日本で初めて世界遺産に登録された白神山地を
あるきます。
★日本海を一望できる白神岳を登山。

北海道・春の花旅シリーズ

春を彩る　アポイならではの高山植物との出会い

“花の宝庫”アポイ岳とニセコ

5月18日（日）～22日（木）
※費用は２月中旬頃発表

★標高800ｍの低さで高山植物を満喫。
★アポイにしかない花々の咲く季節。

～レブンアツモリソウの季節～

春の花を楽しむ礼文島と利尻島

5月25日（日）～29日（木）
6月 1日（日）～ 5日（木）
※費用は２月中旬頃発表

★北海道の大雪山なら1600ｍ以上でないと見ら
れない花々が低地で咲き乱れる季節を訪れます。

オランダにあるベルギーの飛び地　バールレ・ヘルトホのレジスタンスモニュメント

ベルギーの古城

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
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中 米 ・ ヨ ー ロ ッ パ

軍隊のない国・地上の楽園

コスタリカ　メキシコの旅　10日
パリからロンドン・カントリーサイド、美しき田舎訪ねて

北フランスとイギリス　10日
トスカーナの古都、豊かなる田園、芸術と文化に触れる

ルネッサンス　イタリア　10日

4月14日（月）～4月23日（水） 395,000円
定員15名　最低実施10名　成田空港発着　添乗員同行
①東京・大阪発5メキシコへ（メキシコシティ着）
②終日：メキシコシティ市内見学（考古学博物館、ソカロ広
場など）。夕刻メキシコシティ発5空路、コスタリカへ

（サンホセ泊）
③午前：サンホセ市内見学。午後：アリアス平和博物館訪問。
平和外交レクチャー　　　　　　　　　　　　（サンホセ泊）
④サンホセ発6エコツアーへ。途中、自然生物体系教育機
関でコスタリカの自然を知り、カリブ海にあるトルトゲーロ
国立公園へ。ワニやナマケモノ、多様な鳥類などを眺めなが
らジャングルクルーズを　　　　　　　　（トルトゲーロ泊）
⑤ジャングルをエコガイドの案内で散策。午後：自由行動

（トルトゲーロ泊）
⑥トルトゲーロ6多様な鳥類で知られるブラウリオ・カリ
ージョ国立公園へ。ジャングルウォーク

（ブラウリオ・カリージョ泊）
⑦再びサンホセへ。午後自由行動　　　　　　（サンホセ泊）
⑧朝空路メキシコへ。午後自由行動　　（メキシコシティ泊）
⑨メキシコシティ発5帰国の途へ　　　　　　　（機中泊）
⑩東京・大阪着

5月14日（水）～5月23日（金） 458,000円
7月 9日（水）～7月18日（金） （￥2月下旬発表）
7月30日（水）～8月 8日（金） （￥2月下旬発表）
9月17日（水）～9月26日（金） （￥2月下旬発表）

★パリでの美術散歩とゴッホ終焉の地オーベルシュオワーズ、
印象派の巨匠モネの家と庭園が残るジベルニーへ。
★ジャンヌ・ダルクで有名な古都ルーアン、モネやブータン
の絵で有名なオンフルールへ
★ドーバー海峡をフェリーで渡り、イギリス・ロンドンの郊
外へ。美しい田舎巡りへ。
★コッツウォルズの街で３泊し、そこから丸二日間、バスや
ウォーキングで時代に取り残されたような小さな街や村を
歩きます。
●パリ2泊、ルーアン3泊、カレーからドーバー海峡渡りイギ
リスへ。チェルトナム3泊、コッツウォルズの美しい田舎の
町や村巡り

4月16日（水）～4月25日（金） 348,000円
5月 7日（水）～5月16日（金） 368,000円
6月11日（水）～6月20日（金） （￥2月下旬発表）

★街そのものが美術館のフィレンツェ、シエナ。ルネッサン
スの都をゆったりした日程で訪れる。美術に造形の深いガ
イドさんがイタリア着から旅の最後までご案内いたします。
★フィレンツェではボッティチェリ、ラファエロ、ミケラン
ジェロの作品訪ねて美術鑑賞。市内を二日間フリーパスを
使って移動。
★シエナで貝殻型をした美しい広場中心に町歩き、市庁舎に
ある必見フレスコ画「クイドリッチョ・フォリアーノ」鑑賞

★ワインの産地、豊かな食文化のトスカーナの田舎巡り。
キャンティ・クラシコのふるさと、ワイン農園で試飲と
お食事、そして宿泊も楽しみます。
★小さな魅力的な街サンジミニャーノ、モンタルチーノへ
●フィレンツェ4泊、トスカーナの田舎ディエボレ2泊、
シエナ2泊、機中泊

私
の
街
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
市
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
!!

石
田
　
幸

歴
史
と
芸
術

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
東
部
に

位
置
す
る
ア
レ
ッ
ツ
ォ
市
の
起
源

は
、
古
代
ロ
ー
マ
以
前
の
エ
ト
ル
リ

ア
時
代
に
遡
り
ま
す
。
地
理
的
に
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
シ
エ
ナ
の
間
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代

に
は
戦
略
上
、
ま
た
経
営
上
、
重
要

な
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
中
世
に

は
自
由
都
市
国
家
と
し
て
栄
え
な
が

ら
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
し
ば
し
ば

対
立
し
、
一
三
〇
〇
年
、
不
運
に
も

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
支
配
下
に
置
か

れ
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
統
治
時
代
に
入

り
ま
す
。
ア
レ
ッ
ツ
ォ
は
長
い
歴
史

の
中
で
芸
術
や
文
学
、
音
楽
の
分
野

に
お
い
て
、
数
々
の
傑
出
し
た
人
物

を
生
み
出
し
た
市
街
で
も
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
際
立
っ
た
人
物
は
、

画
家
の
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
カ
、
建
築
家
で
あ
り
歴
史
家

で
も
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
、
音
符
の
発
明
家
グ
イ
ー
ド
・
モ

ナ
コ
、
そ
し
て
郊
外
に
は
芸
術
の
天

才
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
生
家
も
あ
り

ま
す
。

今
日
の
ア
レ
ッ
ツ
ォ
は
中
世
の
面

影
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
か
の
有
名
な

ロ
ベ
ル
ト
・
ペ
ニ
ー
ニ
監
督
の
映
画

「
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
」（
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
映
画
賞

受
賞
）
で
は
、
こ
の
町
の
旧
市
街
、

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
広
場
を
中
心
に
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。

ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
も
う
一
つ
の
顔

は
、
イ
タ
リ
ア
ン
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
生

産
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
こ
と

で
す
。
そ
の
職

人
工
芸
伝
統
技

術
の
歴
史
は
古

く
、
古
代
エ
ト

ル
リ
ア
時
代
か

ら
現
代
に
受
け

継
が
れ
、
現
在
、

ア
レ
ッ
ツ
ォ
で

生
産
さ
れ
た
ジ

ュ
エ
リ
ー
は
世

界
中
の
人
々
か

ら
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

私
は
自
分
が

生
ま
れ
た
こ
の

歴
史
的
な
街
を

大
変
愛
し
て
い

ま
す
。
街
中
を

歩
く
と
上
述
し

た
何
世
紀
も
折
り
重
な
っ
た
歴
史
と

芸
術
の
息
吹
を
今
に
伝
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
私
が
見
た
今
日

の
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
若
者
た
ち
は
、
残

念
な
が
ら
こ
の
美
し
い
ア
レ
ッ
ツ
ォ

の
芸
術
と
歴
史
の
遺
産
を
、
正
し
く

理
解
し
な
い
で
否
定
的
に
考
え
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
農
村
部
に
は
多
く
見
か
け
ま
す
。

サ
ラ
セ
ン
祭
り
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
市

夏
の
終
わ
り
は
ア
レ
ッ
ツ
ォ
市
民

を
熱
狂
的
に
さ
せ
る
サ
ラ
セ
ン
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
中
世
時
代
の
衣
装

と
武
器
で
身
を
固
め
た
兵
士
が
槍
を

片
手
に
裸
馬
に
乗
っ
て
競
技
す
る
の

で
す
が
、
特
に
警
官
も
出
動
す
る
ほ

ど
市
民
が
興
奮
状
態
に
陥
る
の
で
す
。

ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
市

は
毎
月
第
一
の
土
日
に
開
か
れ
、
イ

タ
リ
ア
全
土
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
か
ら
も
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

近
郊
の
お
祭
り

毎
年
特
に
夏
期
の
夜
で
す
が
、
ア

レ
ッ
ツ
ォ
市
の
近
郊
に
あ
る
村
々
で

は
各
種
の
フ
ェ
ス
タ
と
呼
ば
れ
る
村

人
達
の
お
祭
り
が
開
か
れ
ま
す
。

元
々
は
農
村
で
あ
っ
た
た
め
に
お
祭

り
に
は
郷
土
色
豊
か
で
農
作
物
の
収

穫
や
動
物
の
捕
獲
に
感
謝
し
た
お
祭

り
で
す
。
お
祭
り
に
は
村
人
が
自
ら

の
手
で
こ
し
ら
え
た
料
理
が
提
供
さ

れ
ま
す
。
伝
統
的
な
調
理
法
に
よ
っ

て
料
理
さ
れ
た
新
鮮
な
夕
食
と
ワ
イ

ン
が
食
卓
に
並
び
ま
す
。
ア
レ
ッ
ツ

ォ
の
ワ
イ
ン
は
キ
ャ
ン
テ
ィ
地
方
の

東
側
に
位
置
し
て
特
に
赤
ワ
イ
ン
が

美
味
で
す
。
ま
た
エ
ク
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
極
め
て

上
質
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

モ
ナ
リ
ザ
の
里
で
お
泊
り
は

私
の
家
は
ア
レ
ッ
ツ
ォ
市
か
ら
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
方
面
に
十
七
キ
ロ
ほ
ど

寄
っ
た
オ
リ
ー
ブ
畑
に
囲
ま
れ
た
丘

の
中
腹
に
在
り
ま
す
。
途
中
ア
ル
ノ

河
を
渡
り
ま
す
が
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
モ
ナ
リ
ザ
橋
を
渡

る
と
風
光
明
媚
で
大
自
然
の
中
に
入

り
ま
す
。
も
し
、
ア
レ
ッ
ツ
ォ
で
ト

ス
カ
ー
ナ
を
満
喫
し
た
い
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ホ
テ
ル
ほ
ど
の
サ
ー

ビ
ス
は
提
供
出
来
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
気
分
を
味
わ
っ
て
み
た
い
方

に
は
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

海外通信

イタリア

「ゆるゆるふっくり」
横井久美子・著

新日本出版社（定価1,500円）
アイルランド、北アイルランド、オランダ、ア
メリカ、ベトナム、ポーランド、ニカラグア、
コスタリカ、アフガニスタンへ－訪問した国、
コラムで取り上げた国は様々ですが、20世紀か
ら21世紀にかけてこの三年間の激動の時代を、
著者が音楽を通して行ってきた草の根の国際交
流が生き生きと語られています。

「ゾウの歩んできた道」
小原秀雄・著

岩波ジュニア新書（定価780円）
35年間アフリカに通いつづけ、アフリカの野生動
物の保護活動を通して国際的にもその中心的な役
割を果たしてきた著者が、ゾウのくらしと生態、
ゾウの子育てなどゾウ社会のことを思う存分に語
ります。また、ライオンやヒョウ、チーターやハ
イエナなどアフリカの野生動物界についても判り
やすく紹介されています。野生動物が激減する今
日、ゾウの歩む「道」を通して人間社会がとるべ
き「道」は何かが鋭く問われます。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.justm

arried.it/chisiam
o.htm

2003年2月24日（月）～3月5日（水）
旅行費用：389,000円（学生・ユースネット会員は割引あり）
定員：30名　申し込み締め切り：2003年1月24日（金）

●アメリカの「裏庭」と呼ばれる中米。平和と主権のために
たたかう人たちと交流
●「生物の宝庫」・熱帯コスタリカの豊かな自然を満喫
●メキシコの文化と芸術、世界遺産の数々をたっぷりと
●世代をつなぐ旅だからこそ、新しい発見と感動の魅力満載

三上満さんとAALAユースネット

メキシコ・コスタリカ　世代をつないで行く中米の旅

「禁じられた歌」ポーランド・チェコ

7月24日～8月1日（9日間）20名以上・457,000 円（成田空港発着）
ワルシャワ2泊→クラクフ2泊→プラハ3泊→機中泊

第５回「私の愛した街」アイルランド

8月14日～8月22日（9日間）20名以上・458,000 円（成田空港発着）
リマリック2泊→アラン島2泊→デリー2泊→ダブリン1泊→機中泊　
各コース募集定員28人（最少催行人員20人）

シンガーソングライター 横井久美子さんと行く

２ つ の ツ ア ー ＆ コ ン サ ー ト２ つ の ツ ア ー ＆ コ ン サ ー ト



2003年1月1日（７） いい旅いい仲間 第20号　

ウ ォ ー キ ン グ ・ ト レ ッ キ ン グ

自
ら
を
正
義
と
称
し
て
、
他

人
を
“
な
ら
ず
者
”
呼
ば
わ
り

し
、
大
多
数
の
意
見
や
世
の
中

の
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
話
し

合
い
を
せ
ず
問
答
無
用
で
攻
撃

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。Ｔ

Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

た
娘
が
言
い
ま
し
た
。

「
な
ら
ず
者
っ
て
ど
ん
な
人
？
」

広
辞
苑
に
は
“
な
ら
ず
者
”

と
は
、「
①
暮
ら
し
が
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
者
。
②
悪
い
こ
と

ば
か
り
し
て
手
の
つ
け
ら
れ
な

い
者
。
道
楽
者
。
③
一
定
の
職

業
が
な
く
、
放
浪
し
て
ゆ
す
り

な
ど
を
す
る
者
。
無
頼
漢
。
ご

ろ
つ
き
。
や
く
ざ
。」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。

①
は
、
今
の
日
本
で
は
自
分

も
含
め
て
大
多
数
の
人
が
な
ら

ず
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
③
だ
と
、
か
な
り
範
囲
は
限

定
さ
れ
ま
す
。

「
戦
争
を
し
な
い
と
「
国
益
」、

本
当
は
自
分
の
利
益
や
地
位
が

守
れ
な
い
と
言
う
よ
う
な
大
統

領
を
“
な
ら
ず
者
”
と
言
う
ん

だ
よ
。」
と
答
え
ま
し
た
が
、
説

明
に
な
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で

す
。ア

メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ク
の
喉

元
に
四
艦
隊
を
つ
き
つ
け
、
些

細
な
こ
と
で
も
直
ち
に
攻
撃
を

す
る
準
備
を
完
了
し
た
よ
う
で

す
。ベ

ト
ナ
ム
戦
争
終
結
か
ら
二

八
年
、
国
際
世
論
で
戦
争
は
止

め
ら
れ
る
！
　
再
び
そ
の
確
信

を
深
め
る
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

（
Ｍ
Ｋ
）

編編
集集
後後
記記

１等賞作品　渡辺正隆様の作品　お泊まりいただいたホテルの部屋からのマッターホルン

「世界の山々を歩く」集いとティーパーティのお知らせ

秋の大阪及び東京での写真交換会では、ご参加の皆様の審査で下記の方々の写真が入賞と
なりました。以下の発表とさせていただきます。

3月22日（土）13時～16時　春～秋のハイキング、トレッキング　ウォーキング

◎今年のツアーをビデオや写真を通して説明いたします。

◎詳細や参加ご希望の方は事前に担当・市村へ

スイス・アルプス　ハイキング参加
渡辺正隆様一等賞 中国・フラワー　トレッキング参加

田中光春様二等賞

スイス・アルプス　ハイキング参加
工藤金吾様三等賞 カナディアン・ロッキー　ハイキング参加

滝沢松枝様四等賞

スイス・アルプス　トレッキング参加
田波紀夫様五等賞 スイス・アルプス　ハイキング参加

中塚　明様五等賞

「世界の山々をあるく」写真コンテスト　入賞者発表

～～～～～～～～～～その他、4月～9月までのウォーキング、ハイキング、トレッキングツアーをご用意しております。詳細なパンフレットをご請求ください。～～～～～～～～～～

「
新
入
社
員
ら
し
く
な
い
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
新

入
社
員
で
す
。
理
由
は
、
電
話
の
声

が
四
十
歳
代
に
聞
こ
え
る
。
図
々
し

い
。
な
ど
様
々
あ
る
よ
う
で
す
。
本

人
は
あ
く
ま
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持

ち
で
仕
事
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。

早
一
年
近
く
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
四
月
に
入
社
し
て
以
来
、

脇
目
も
触
ら
ず
突
っ
走
っ
て
き
た
と

い
う
の
が
現
在
の
実
感
で
す
。
様
々

な
失
敗
や
失
態
を
数
え
上
げ
れ
ば
切

り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
添
乗
で
お
会

い
し
た
皆
様
や
諸
先
輩
方
の
お
陰
で

何
と
か
今
日
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

も
と
も
と
旅
行
が
大
好
き
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
仕
事
に
す
る
と
は

考
え
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
学
生
時
代
、
自
分
が
何
か
ら
学
ん

だ
か
を
考
え
る
と
、
旅
行
と
い
う
も

の
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の
が
ず

い
ぶ
ん
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
航
空
券
だ
け
を
持
ち
、
何
の
計

画
も
立
て
ず
に
行
っ
た
東
南
ア
ジ

ア
。
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
の
仲

間
た
ち
と
行
っ
た
韓
国
。
プ
エ
ル

ト
・
リ
コ
、
ア
メ
リ
カ
。
五
日
間
か

け
て
、
鈍
行
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り

継
い
で
渡
っ
た
ト
カ
ラ
列
島
。
卒
業

を
期
に
訪
れ
た
沖
縄
。
ど
の
旅
で
も
、

自
分
の
生
活
範
囲
の
中
に
い
る
だ
け

で
は
決
し
て
見
え
て
こ
な
い
も
の
を

見
、
感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

旅
の
一
番
の
魅
力
は
、
自
分
と
は

異
な
る
も
の
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
言
語
・
料
理
・
風

習
・
お
酒
…
…
。「
日
本
の
常
識
は

世
界
の
非
常
識
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
外
に
出
て
み
て
初

め
て
気
付
い
た
り
、
外
に
出
た
か
ら

こ
そ
見
え
て
く
る
日
本
の
姿
・
自
分

の
姿
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
に

行
か
ず
と
も
、
同
じ
日
本
で
も
知
ら

な
い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

国
内
旅
行
担
当
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
日
本
に

驚
い
た
り
、
改
め
て
日
本
を
好
き
に

な
っ
た
り
。
そ
ん
な
毎
日
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

北
海
道
や
屋
久
島
な
ど
の
自
然
を

楽
し
む
旅
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
行
く
た
び
に
驚
く
の

は
大
型
の
団
体
旅
行
者
が
多
い
こ
と

で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
自
然
に
親

し
み
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る

こ
と
自
体
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
そ
の
反
面
、
遊
歩
道
を
踏
み

外
し
た
り
、
植
物
を
盗
掘
し
た
り
す

る
旅
行
者
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
旅
行
に
か
か
わ
る
者
と

し
て
非
常
に
心
が
痛
む
話
で
す
が
、

自
分
も
旅
行
業
の
一
端
を
担
う
人
間

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
き
ち

ん
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
僕

自
身
が
群
馬
の
片
田
舎
で
、
山
を
駆

け
回
っ
て
育
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の

思
い
は
格
段
で
す
。

ま
だ
ま
だ
経
験
浅
い
若
輩
者
で
す

が
、
皆
さ
ん
に
鍛
え
ら
れ
な
が
ら
魅

力
あ
る
旅
行
を
創
っ
て
い
け
る
社
員

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
自
分
が
魅
力
的
に

な
ら
ね
ば
…
…
。
お
会
い
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ガ
シ
ガ
シ
鍛

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 
 

社 
員 
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場 

 

こんにちは

ご入賞の皆様おめでとうございます。めでたく入賞された６名様及びコンテストにご応募
いただいた皆様には、ささやかですが副賞と参加賞を贈らせていただきました。

縦走型トレッキング 世界の山々をあるく　春～秋の予告編

キャンティワインの故郷の野山を歩き郷土料理を楽しむ

イタリア・トスカーナウォーキング10日間

3月12日発　349,000円　4月16日発　358,000円
5月 7日発　373,000円
フィレンツェ②～キャンティ地方④～シエナ②
●辺り一面ブドウ畑の中をウォーキング。アルプスとは違う、本
当のヨーロッパの田舎の道を歩きます。野辺の花も楽しめる春。

●トスカーナ地方の田舎料理と豊かな自然と歴史が育んだ最高の
贈り物、キャンティワインも楽しみます。

●ウォーキングは午前中のみ。無理のない行程でどなたでも気軽
にご参加いただけます。

●宿泊は古城やアグリツゥーリズモ（農家の経営する宿）。プチホ
テルにも。ゆったりとした時間を楽しめます。

●芸術と歴史の薫るフィレンツェとシエナにも連泊

初心者・中高年向け・・ロッジに泊るエコトレック　

ネパール アンナプルナ・ダウラギリ展望トレッキング

2月 5日発　348,000円　2月26日発　343,000円　
3月23日発　366,000円
△3月23日出発はアンナプルナ山群のロッジ5泊で11日間
△羽田空港からご参加の方は国内線往復15,000円の追加料金
カトマンズ②～ポカラ①～アンナプルナ山群のロッジ⑥～カトマンズ②　12日間

●ロッジでの宿泊はテントよりはるかに疲れが癒せ、楽しめます。
●トレッキング中の最高地点は3200ｍ、宿泊地の最高地点が
2750ｍなので、高山病の心配が殆んどありません。

●展望台ゴレパニに3連泊。のんびり型の山旅です。身軽に3～5
時間歩ける方ならご参加いただけます。

●世界最高峰を眺めるヒマラヤ遊覧飛行の代金や、森林伐採な深
刻なネパールの大地への植樹代、現地環境保護団体等の交流費
も旅行費用に含まれております。

家族でも、初心者も楽しめる

マッターホルン･アイガー 展望の旅

スイス・アルプス ハイキング ９日間

ベルン①～ツェルマット③～ミューレン③
6月15日発　6月22日発　6月28日発　
7月 3日発　7月20日発　7月27日発　8月 9日発

季節ごとの山の花との出会い

スイス・アルプス 花の旅

湖畔の牧草地や樹林帯の花を訪ねる10日間

ルツェルン①～ロカルノ③～インターラーケン②～レマン湖畔②
4月24日発　458,000円　5月12日発 423,000円

雪解け直後のアルプに春の花を訪ねる10日間

カンダーシュテーク②～レッチェンタール②～ミューレン④　　
6月11日発　399,000円　6月18日発　408,000円

2500m前後のアルプに夏の花を訪ねる10日間

カンダーシュテーク②～クラン・モンタナ③サースフェー③
6月26日発　399,000円　7月10日発　438,000円

真夏のアルプと高山の花を訪ねる12日間

ルツェルン①～ミューレン③～山荘①～ツェルマット②～
ヒュッテ①～カンダーシュテーク②　7月20日発

アルプスの峠越え モンブランからマッターホルンへ

オートルート 14日間

マルティニ②～ディス湖畔①～ディス小屋①～アローラ②～
ズィナール③～ホテル・ヴァイスホルン①～ブリーク②
7月25日発　8月15日発

ツェルマットからイタリア側の６つの峠を越えてサースフェーへ

ツール・モンテローサ 14日間

ベルン①～ツェルマット②チェルビニア①～イタリア側の谷②
～アラーニャ②～マクニャガ②～サースフェー②　7月13日発

魅
力
あ
る
旅
行
を
創
り
た
い

原
沢
香
司
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か
つ
て
の
首
都
の
顔
に

昨
夏
十
三
年
ぶ
り
に
、
統
一
後

初
め
て
訪
れ
て
、
首
都
の
機
能
と
顔

を
と
り
も
ど
し
、
変
身
し
つ
つ
あ
る

ベ
ル
リ
ン
の
街
並
み
に
出
会
っ
た
。

東
西
分
断
の
象
徴
で
あ
っ
た
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
を
朝
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
で
走
り
抜
け
て
み
て
、
歴
史
の

流
れ
を
実
感
で
き
た
。
門
か
ら
東
に

は
し
る
ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
大

通
り
と
、
西
の
「
六
月
一
七
日
通
り
」

が
一
直
線
の
道
で
あ
る
こ
と
は
、

「
壁
」
が
な
く
な
っ
て
初
め
て
わ
か

る
光
景
で
あ
っ
た
。

ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
大
通

り
は
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
を
模

し
て
シ
ッ
ク
な
風
情
を
と
り
も
ど
し

て
い
る
。
門
の
横
に
は
二
十
世
紀
の

初
頭
に
オ
ー
プ
ン
し
、
第
二
次
大
戦

で
破
壊
さ
れ
た
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
・

ア
ド
ロ
ン
も
五
年
前
に
元
の
姿
で
再

建
さ
れ
た
。

東
ド
イ
ツ
の
国
会
で
あ
っ
た
共

和
国
宮
殿
は
廃
屋
と
な
り
、
か
つ
て

日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
建
て
た
五
ツ
星

の
パ
ラ
ス
ト
･
ホ
テ
ル
は
有
害
建
材

を
使
っ
て
い
た
た
め
解
体
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
旧
東
ベ
ル
リ
ン
地
区
の
様

変
わ
り
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
。

新
名
所
が
続
々
登
場

一
九
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
帝
国

議
会
議
事
堂
は
ナ
チ
ス
の
放
火
や
戦

禍
で
廃
墟
と
な
っ
た
も
の
が
統
一

後
、
九
九
年
の
連
邦
議
会
の
ベ
ル
リ

ン
移
転
に
む
け
て
全
面
改
修
さ
れ

た
。
議
事
堂
の
屋
上
の
ガ
ラ
ス
の
ド

ー
ム
は
一
般
見
学
が
許
さ
れ
、
深
夜

０
時
ま
で
見
学
者
が
列
を
な
し
て
い

る
。統

一
後
、
統
合
や
改
修
の
た
め

休
館
と
な
っ
て
い
る
博
物
館
も
多
い

が
、東
西
の
絵
画
を
集
め
た
絵
画
館
、

ピ
カ
ソ
な
ど
の
作
品
を
展
示
す
る
ベ

ル
ク
グ
リ
ュ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
五
年
以
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
美

術
館
も
見
逃
せ
な
い
。

「
壁
」
周
辺
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

八
九
年
に
東
西
の
間
の
壁
が
壊

さ
れ
る
ま
で
、
壁
に
そ
っ
て
緩
衝
地

帯
が
あ
り
、
荒
地
や
廃
屋
が
連
な
っ

て
い
た
。
そ

の
周
辺
に
は

新
た
な
建
物

や
記
念
碑
な

ど
が
続
々
と

造
ら
れ
て
い

る
。
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク

門
の
一
キ
ロ

南
の
ポ
ツ
ダ

ム
広
場
の
周

辺
は
、
か
つ

て
目
立
っ
た

建
物
は
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
だ
け
だ
っ

た
が
、
大
再
開
発
に
よ
り
ソ
ニ
ー
・

セ
ン
タ
ー
な
ど
近
代
的
な
ビ
ル
が

続
々
と
登
場
し
て
い
る
。

統
一
後
の
歴
史
の
見
直
し

ノ
イ
エ
・
ヴ
ァ
ッ
ヘ
（
新
衛
兵

所
）
は
、
東
ド
イ
ツ
時
代
は
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
の
犠
牲
者
の
た

め
の
警
告
廟
」
と
し
て
永
遠
の
火
が

灯
さ
れ
、
衛
兵
が
そ
れ
を
守
っ
て
い

た
が
、
統
一
後
九
三
年
か
ら
は
連
邦

の
「
戦
争
と
暴
力
支
配
の
犠
牲
者
の

た
め
の
慰
霊
館
」
と
し
て
碑
文
も
新

た
に
し
て
、
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
作
の「
死
ん
だ
息
子
を
抱
く
母
親
」

像
の
拡
大
像
が
中
央
に
置
か
れ
て
い

る
。碑

文
は
、
全
て
の
戦
争
犠
牲
者

を
追
悼
し
て
い
る
点
で
の
評
価
も
あ

る
反
面
、
追
悼
の
対
象
に
ナ
チ
ス
側

の
戦
没
兵
士
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

や
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ジ
プ
シ
ー
や
同
性

愛
者
な
ど
も
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
へ
の
批
判
も
あ
る
よ
う

だ
。
ナ
チ
ス
の
被
害
者
と
同
時
に
、

戦
後
「
全
体
主
義
独
裁
」
に
殺
害
さ

れ
た
人
々
を
並
列
し
て
い
る
の
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
批
判
を
緩
め
て
い

る
よ
う
で
残
念
で
な
ら
な
い
。

新
た
な
歴
史
博
物
館

数
多
く
の
戦
争
に
関
す
る
博
物

館
や
慰
霊
碑
、
記
念
館
な
ど
が
、
戦

後
五
十
年
を
す
ぎ
て
も
建
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
人
の
「
過
去

の
克
服
」
の
姿
勢
が
確
固
と
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
〇
〇
一
年
に
は
ユ
ダ
ヤ
博
物

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
門
の
す
ぐ
南
に
は
、
国
立
の
ユ

ダ
ヤ
人
犠
牲
者
慰
霊
碑
が
建
設
中
。

郊
外
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
を
決

め
た
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
の
館
に
ヴ
ァ
ン
ゼ

ー
会
議
記
念
館
が
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
会
議

五
十
周
年
の
九
二
年
に
開
館
し
、
小

規
模
な
が
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
歴
史

を
展
示
し
て
い
る
。
旧
ゲ
シ
ュ
タ
ボ

本
部
跡
で
、「
壁
」
の
壊
さ
れ
た
跡

の
屋
外
に
九
七
年
か
ら
「
テ
ロ
ル

（
暴
力
）
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
地

誌
）」
と
い
う
仮
設
展
示
が
あ
り
、

追
っ
て
博
物
館
に
な
る
と
の
こ
と
。

「
壁
」
に
関
す
る
も
の
で
は
、
元
の

検
問
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
・
チ

ャ
ー
リ
ー
前
の
壁
博
物
館
も
人
気
の

場
所
、
他
に
壁
記
念
セ
ン
タ
ー
が
ベ

ル
ナ
ウ
ア
ー
通
り
に
あ
る
。

ド
イ
ツ
抵
抗
運
動
追
悼
所
と
い

う
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
の
展
示
を
し

た
博
物
館
も
あ
る
が
知
る
人
は
少
な

い
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
、
白
バ

ラ
抵
抗
運
動
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
社

会
主
義
者
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。郊

外
の
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
収

容
所
、
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ク

収
容
所
な
ど
も
統
一
後
に
展
示
や
碑

文
が
変
わ
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
歴
史
博
物
館
は
国
立
の

歴
史
博
物
館
の
本
館
と
も
い
え
る

が
、
改
装
中
で
新
た
な
常
設
展
示
で

の
二
〜
三
年
後
の
開
館
が
待
た
れ

る
。
昨
年
春
に
は
仮
設
展
示
館
で
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
六
十
年
周
年
の
特
別
展

が
開
か
れ
て
い
た
。

英
語
の
資
料
の
あ
る
博
物
館
も

あ
る
が
、
展
示
の
解
説
は
ほ
と
ん
ど

ド
イ
ツ
語
の
み
な
の
で
ガ
イ
ド
が
必

要
。
紙
面
の
都
合
で
ド
イ
ツ
語
名
や

所
在
地
を
記
載
で
き
な
か
っ
た
の
で

必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

市
原
芳
夫

戦 争 と 平 和 ・ 芸 術 の 旅

バルトの国・エストニアとフィンランド

芸術と革命の都サンクト･ペテルブルグ

戦争と平和考える

ポーランド　アウシュビッツの旅９日

8月18日（月）～27日（水）10日間　493,000円
ハノーファー1泊→ベルリン3泊→オシフィエンチム1泊→ク
ラクフ2泊→ワルシャワ1泊
★ドイツとポーランド2国間の歴史教科書対話を中心となってす
すめているゲオルグ・エッカート国際教科書研究所を訪問。
★ホロコースト計画から60年が過ぎた現在、平和の誓いも新
たに、ユダヤ人絶滅が計画されたヴァンゼー会議記念館を
訪問。ポツダム会談が行われた宮殿も見学。
★「壁」によって東西に分断されていたベルリンの歴史と変
貌を新しい博物館や記念碑によって整備されつつある戦争
史跡などを見学しつつ文化にもふれる。
★アウシュビッツ強制収容所近くにある国際青年会館に宿泊
（予定）をし、ボランティア青年・会館責任者と平和教育
等について交流。
★2日間かけてじっくりアウシュビッツ、ビルケナウ収容所を
見学。前館長のスモーレン氏のレクチャーも予定。
★本場ポーランドのショパンのピアノ・コンサートを鑑賞。

企画：第27回　歴教協ヨーロッパの旅

暴力のトポグラフィー（地誌）展示場
元のゲシュタポ本部跡、後の「壁」の跡

チェックポイント・チャーリーの壁博物館
壁ショップでは壁絵などの壁グッズが売られている

「過去の克服」―ドイツとポーランドの
歴史と文化にふれる

ベルリン戦争史跡とヨーロッパの歴史教科書対話

G e r m a n y

B e r l i n

5月7日（水）～5月16日（金）377,000円
ウィーン３泊→チェスキー・クロムノフまたはその近郊２泊→
プラハ３泊→機中１泊
★新緑の季節。ライラックとマロニエの花が咲き、「麗しき5
月」に3週間にわたって開かれる「プラハの春」音楽祭。街
のあちこちで開かれるコンサート。ハイライトのスメタナの
「わが祖国」をお楽しみいただきます。
★音楽の都ウィーンでは「ウィーン芸術週間」が開かれます。
演劇、美術も含めた総合芸術とオペラなどが楽しめます。
★「美しき青きドナウ」を眺めながら、南ボヘミアへ。
緩やかに続く緑の野を走り、ユネスコ世界遺産指定のチェス
キークロムノフへ。中世の雰囲気をそのまま残す歴史の街を
散策。
★ハンガリーとの国境に近いアイゼンシュタットへの小旅行も
お楽しみいただけます。ハイドン縁の街見学。

ふたつの音楽祭「プラハの春」と「ウィーン芸術週間」へ

チェコとオーストリアの旅　10日

3月29日（土）～4月 6日（日） 336,000円
5月17日（土）～5月25日（日） 255,000円
ワルシャワ２泊→クラクフ３泊→ワルシャワ２泊→機中泊
★アウシュビッツを２日間かけて見学し、生存者の方から当時
のお話を伺い、ボランティアと平和について語る
★アンジェイ・ワイダの映画の舞台ワルシャワとショパンの生
まれ故郷ジェラゾバ・ボーラ訪ね、ピアノコンサート

6月16日～6月25日（10日間）489,000円
募集定員20人（最少催行人員15人）
タリン3泊→ヘルシンキ2泊→サンクトペテルブルグ3泊→機中泊
★美しい白夜の季節、バルト三国のエストニア・首都タリンへ。
ユネスコ世界遺産に指定されたおとぎ話から抜け出したような
街並みとバルト伝統の合唱グループとの交流を楽しみます。
★バルト海を船で渡り、清楚な美しさで「バルト海の乙女」と称
されるフィンランドの首都ヘルシンキへ。シベリウスなど巨匠
たちが愛した、水と緑豊かな街をゆったりと散策。
★特急列車“シベリウス号”でロシアの古都サンクト・ペテルブ
ルグへ。ロシア皇帝の「冬宮」であったエルミタージュ美術館
で壮麗な建築と世界有数のコレクションをじっくり見学。生演
奏のあるレストランでロシア民謡も心ゆくまでお楽しみ下さい。

ベルリンの新たな名所と
戦争博物館を訪ねて

ビルケナウ強制収容所 プラハの記念館前のスメタナ像


